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名誉会員　馬場金太郎博士 （1912
− ／993）を悼む

　昭和 7 （1932） 年 以 来本会の 会員で あ られ た 馬場金太郎 博士 は 脳 梗塞 の た め ，こ の 1月 61ヨ新潟

県黒川村 の 御自宅で 逝表された．享年 80 才．

　馬場先生は 旧姓酒井 ， 千葉県安房郡富浦町 の お 生れ 〔明治 45 年 6 月 28 日）で あ るが ， 小学生

の 頃，新潟県北蒲原郡黒川村に 移 られ，医院 で あ っ た 馬場家 を継 ぐこ と に な られ た とき く，そ の 後

の 略歴 を 記す る と次 の よ うで あ る．

　1935 年 新潟高等学校卒業，新潟医 科大 学 入 学 ，

　1939 年　医大 卒業，医 師免許状下 付，新大解剖学教室助手，10 月応召．

　 1944 年 　陸 軍 々 医 大 尉 〔広 東 駐 在 1．

　1946　年　　帰国ξ夏員．

　 1947 年　医 学 博士 （広 東 デ ル タ の ア ノ ブ ＝レ ス に 関 す る研 究 ）．

　 1948 年　開業，1954年黒 川病院設 立．

　1960 年　村 上 市 に 医療法人 村上 精神病院 を 設 立，

　幼時 よ り虫ずきで あ っ た馬場先生は 高校時代 よ り活発な昆虫類の 研究を朋始 され た，高校 の 校友

会雑誌
“

自然研究
”

に 新潟市 の 海浜 に 豊富 で あ っ た 各種 の 昆虫，殊 に
“
ア リ ジ ゴ ク

”

を 中 心 と した

周到な研究を 発表され たが ， こ れ は後年
“
ア リ ジ ゴ ク の 生物誌

”
（1953） と して 知 られ て い る．

　しか しア リ ジ ゴ ク に 限 らず，爾後殆 ん ど昆虫全般に 亘 っ て ， 越佐昆虫同好会 の 機関誌 を キ な発表

機閧 と し て ，活発な研究活動を 開始 され た ．馬場先生が 強い 関心 を 以 て 扱 わ れ た 昆虫群 と し て は ，

こ の ウ ス バ カ ゲ 卩 ウ類 を筆頭に ，半翅類 〔全 般 ），鞘翅類 （全般）， 狩猟蜂類， ト γ ボ 類 （殊 に ア カ

ト ソ ボ．ハ
ッ チ ョ ウ ト ソ ボL ハソ ミ ョ ウ類，マ イ マ イ カ ブ リ類，佐渡島の 昆虫全 般，ガ ガ γ ボ類 ，
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ヒ ラ タ ア ブ類 ，
コ メ ツ キ ム シ 類， ゴ ミ ム シ ダ マ シ 類 ，

ハ ネ カ ク シ 類 ， 原尾類などに ひ ろ く亘 り，そ

の 成果は こ れ らの グ ル ープの 専門研究者 と の 密接な連携の もとに ， 越佐昆虫同好会誌や各種の 学会

誌の み な らず，特別 な 「新潟県 の 昆虫 シ リ
ーズ 」 等 に 印 刷 公 刊 さ煽 た．1972 年 の 「飯豊山塊胎内

渓谷の 生物」 は 335 頁，2 図版，又 1979年 の 「新潟県 の 昆虫」 （越佐昆虫同好会報，第 50 号慶

祝論文集）は 1図版及び 250 頁 の 大冊で あ る．しか し声を 大 き く して 提唱 され て い た 「昆虫採集学」

（666 頁）が遂に 1991 年に 刊行 され た こ とは ，さぞ御満足で あ っ た こ とと思 う．

　馬 場 先 生 が 日本昆虫学会に 入会され た の は 昭和 7 （1932）年，中学生時代 で あ っ た 筈 で あ る．爾

後評議員　（1965−1968，1973−1976，1979−1981），第 23 会大会委員長 （新潟，1963｝、創 立 50 周

年 記 念大 会 に お け る 学会賞受賞 （1967｝，又 名誉会員推薦を受け られ （1988），御逝去 まで 実に 61

年の 永きに 亘 っ て 本学会を 支援 され た こ とが 判 る．

　こ の よ うに ，馬場先生 は 日本 の 昆虫学 の 発展 に 絶大な関心を注が れ た わ け で あ るが ，

一方本業の

医療 を 通 じて ，地域 と 県政に 貢献 され た こ とは，御自身で こ そ 吾 々 に 告げられな か っ た が，各種 の

文化賞 ， 功労賞 ， 県知事賞を受け て お られ る こ と で も知 る こ とが で きる．こ の 説うな功績の 評価の

一手段 と理 解 され る の で あ るが ，黒川病 院に 程遠 か らぬ 県立胎内 自然 公園内に は 馬場先生を 記念し

た 立像 の あ る こ とを付記 して お きた い と思 う．　　　　　　　　
’
　　　　　 （朝 比 奈 正 二 郎 ）
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